
市 民 の み な さ ん と 議 会 を つ な ぐ

だいとうし 議会だより

も く じ
12月定例月議会のあらまし
一般質問
一般質問項目／議会活動日誌
議案の審議結果

12月定例月議会号 No.124

大東市議会公式SNSはこちらからアクセスできます！

全長約20cm。日本では全国の平地から低山地の農耕地や林緑、川畔林などに生息しており、その名の通り、様々な他の鳥
の鳴き声を真似て鳴く事があります。枝の先端付近に好んでとまります。

もず（百舌、百舌鳥）

（旧twitter）

会議は、原則として午前１０時に開会しますが、変更となることがあります。なお、予
算決算委員会各分科会は繰り上げて開催する場合があります。また、１日目または
2日目で終了した場合には、市議会ホームページでご確認になれます。

※ 請願･陳情の受付期限は、２月13日（木）です。
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本会議（議案上程・委員会付託・施政方針）
予算決算委員会（前期全体会）
本会議（代表質問）
未来づくり委員会
予算決算委員会（未来づくり分科会）
予算決算委員会（未来づくり分科会）
街づくり委員会
予算決算委員会（街づくり分科会）
予算決算委員会（街づくり分科会）
予算決算委員会（後期全体会）
本会議（一般質問）
本会議（一般質問）
本会議（一般質問・委員長報告・表決）

日曜議会を
開催します
２ページ下段を
ご覧ください。

次の定例月議会の開催予定日です
本会議は市議会ホームページからライブ中継でご覧になれます
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経
営
）
に
１
５
９
５
万
円
（
令
和

６
年
度
～
８
年
度
、
限
度
額
）

な
ど
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
金
額
は
１
万
円
未
満
四
捨
五
入
）

　
令
和
６
年
11
月
25
日
の
本
会
議

で
５
年
度
各
会
計
決
算
の
採
決
を

行
い
、
一
般
会
計
は
賛
成
多
数
で
、

介
護
保
険
特
別
会
計
を
除
く
各
特

別
会
計
・
各
企
業
会
計
は
い
ず
れ

も
賛
成
全
員
で
認
定
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
介
護
保
険
特
別
会
計
に

つ
い
て
は
賛
成
少
数
で
不
認
定
と

し
ま
し
た
。

　
な
お
、
決
算
が
不
認
定
と
な
っ

た
場
合
、
既
に
行
わ
れ
た
予
算
執

行
の
効
力
に
影
響
し
ま
せ
ん
が
、

地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
、
決

算
の
不
認
定
を
踏
ま
え
て
必
要
な

措
置
を
講
じ
た
と
き
は
、
速
や
か

に
そ
の
内
容
を
議
会
に
報
告
す
る

と
と
も
に
公
表
す
る
こ
と
が
市
長

に
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
26
億

２
５
７
８
万
円
を
増
額
し
た
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
４
次
）
を
賛

成
全
員
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
そ
の
主
な
も
の
は
、

●
郵
便
料
金
改
定
に
伴
い
、
不
足

見
込
と
な
る
郵
送
料
を
増
額
す
る

文
書
管
理
経
費
に
１
１
０
７
万
円

●
商
店
街
の
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
に

対
す
る
補
助
金
と
し
て
商
工
振
興

経
費
に
１
４
４
万
円

●
市
立
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
照

明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
係
る
施
設
修
繕
料

と
し
て
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・
文

化
情
報
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
経
費

に
87
万
円

　
ま
た
、
翌
年
度
以
降
に
渡
る
支

出
予
定
額
に
伴
う
債
務
負
担
行
為

の
追
加
補
正
と
し
て

●
市
営
深
野
園
住
宅
建
替
え
に
係

る
現
況
測
量
及
び
境
界
確
定
等
を

委
託
す
る
住
宅
管
理
経
費
（
資
産

12月定例月議会の
あらまし 12

月 

定
例
月
議
会
の
あ
ら
ま
し

　令和６年１２月定例月議会を１１月２５日～１２月１８日に開催
し、９月定例月議会で上程された令和５年度各会計決算のほか、
令和６年度の各会計補正予算、指定管理者の指定、条例の一
部改正などを審議しました。また、１２月１６日には議場講演会
を開催しました。（最終ページに関係記事）

６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
次
）
26
億
２
５
７
８
万
円

を
可
決

５
年
度
各
会
計
決
算
を
採
決

　
介
護
保
険
特
別
会
計
決
算
は

不
認
定
に

　３月２日（日）午前１０時から日曜議会を開催します。
　日曜議会では、逢坂伸子市長の施政方針を受けて、
市議会５会派から各1人の議員が、市政の進め方につい
て代表質問を行います。
　また、本会議の休憩時間に議場講演会又は議場コン
サートも開催する予定です。　
　みなさまの傍聴をお待ちしております。

代表質問
①大阪維新の会　議員
②公明党議員団　議員
　　＜昼休憩＞
　　＜議場講演会又は議場コンサート＞
③次世代だいとう　議員
④日本共産党議員団　議員
　　＜20分間休憩＞
⑤二人会　議員

…………………………10:00～
…………………………11:00～

…………………………………11:50～
……13:00～

………………………13:20～
……………………14:00～

……………………………14:35～
…………………………………14:55～

※時間は目安です。議事の進行等により、変更となることがあります。

日曜議会を開催します
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御
領
地
域
に
お
け
る
騒
音
問
題
に

対
す
る
本
市
の
対
応
は
。

当
該
施
設
は
、
火
災
事
故
で
操
業

を
停
止
し
て
い
ま
し
た
が
、
操
業

再
開
に
向
け
て
近
隣
住
民
へ
の
説

明
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
以
前

か
ら
の
当
該
施
設
の
騒
音
に
対
す

る
相
談
を
受
け
、
再
開
時
に
想
定

さ
れ
る
騒
音
測
定
調
査
を
実
施
し

た
結
果
、
規
制
基
準
値
以
下
で
あ

り
、
ま
た
、
当
該
施
設
か
ら
新
た

に
屋
根
の
設
置
と
側
面
に
防
音
対

策
を
実
施
す
る
旨
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。
住
民
と
施
設
側
が
情
報

共
有
す
る
こ
と
で
、
未
然
に
騒
音

等
の
公
害
を
防
止
す
る
こ
と
が
重

要
と
考
え
て
お
り
、
引
き
続
き
注

視
・
指
導
し
て
い
き
ま
す
。

ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
を
配
置
す
る

こ
と
で
生
ま
れ
る
効
果
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

教
員
の
本
来
業
務
で
あ
る
授
業
準

備
等
に
従
事
す
る
時
間
が
確
保
さ

れ
、
子
ど
も
と
向
き
合
う
時
間
に

集
中
し
て
専
門
性
を
発
揮
す
る
こ

と
が
期
待
で
き
ま
す
。
ま
た
、
ス

ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
が
定
例
相
談
や

巡
回
相
談
を
行
い
学
校
と
気
軽
に

相
談
で
き
る
関
係
を
構
築
で
き
る

た
め
、
法
律
問
題
か
ど
う
か
分
か

ら
な
い
相
談
や
実
際
に
問
題
が
発

生
し
て
い
な
い
時
点
で
相
談
す
る

こ
と
も
可
能
と
な
り
、
事
態
の
重

篤
化
を
防
ぐ
効
果
が
あ
る
な
ど
チ

ー
ム
学
校
に
必
要
不
可
欠
な
存
在

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

街
づ
く
り
委
員
会
行
政
視
察
の
研

究
課
題
で
あ
る
罹
災
証
明
書
発
行

の
迅
速
化
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

視
察
先
に
つ
い
て
は
、
度
重
な
る

災
害
の
経
験
で
罹
災
証
明
書
発
行

の
迅
速
化
が
早
期
の
生
活
再
建
に

つ
な
が
る
と
い
う
教
訓
の
下
、
住

宅
被
害
認
定
調
査
シ
ス
テ
ム
の
導

入
に
至
っ
た
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

本
シ
ス
テ
ム
は
、
今
後
懸
念
さ
れ

て
い
る
生
駒
断
層
帯
地
震
の
発
生

時
等
に
被
災
者
の
生
活
再
建
に
対

す
る
最
大
の
支
援
と
な
り
、
住
民

の
生
活
の
安
定
と
ま
ち
の
復
興
に

寄
与
す
る
と
強
く
認
識
し
て
い
ま

す
。
本
市
に
見
合
う
シ
ス
テ
ム
と

な
る
よ
う
研
究
し
、
確
実
な
導
入

に
向
け
て
検
討
し
ま
す
。

⑴
独
自
財
源
を
増
や
す
た
め
に
企

業
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
等
、
官
民
交

流
を
行
い
、
地
場
製
品
を
生
み
出

す
取
組
み
が
有
益
だ
と
考
え
る
が
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
新
規
返
礼
品
の

開
発
等
に
お
い
て
、
官
民
交
流
の

活
用
は
魅
力
的
で
検
討
す
べ
き
だ

ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
に
つ
い
て

田
中　
大
貴 

議
員

（
大
阪
維
新
の
会
）

一
般
質
問

　
12
月
定
例
月
議
会
で
は
、
16
人
の
議
員
か
ら
一
般
質
問
が
あ
り
、
各
議

員
が
希
望
し
た
項
目
を
要
約
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
各
議
員
の
一
般
質
問
の
主
な
項
目
は
、
7
ペ
ー
ジ
上
段
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。

御
領
地
域
に
お
け
る
民
間
産
廃

処
理
施
設
の
騒
音
問
題
に
つ
い
て

天
野　
一
之 
議
員

（
日
本
共
産
党
議
員
団
）

罹
災
証
明
書
に
つ
い
て

北
村　
哲
夫 

議
員

（
無　
会　
派
）

ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
の

独
自
財
源
の
確
保
に
つ
い
て
な
ど

中
村　
晴
樹 

議
員

（
大
阪
維
新
の
会
）
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と
考
え
て
い
ま
す
。

⑵
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
業

務
委
託
に
お
い
て
、
全
体
の
決
算

書
で
は
一
事
業
の
評
価
が
難
し
い

と
答
弁
し
て
い
る
が
、
一
事
業
を

評
価
す
る
た
め
の
必
要
書
類
の
提

出
を
求
め
な
か
っ
た
こ
と
は
不
適

切
で
は
な
い
で
す
か
。

当
時
は
評
価
可
能
と
考
え
て
い
ま

し
た
が
、
現
段
階
で
は
不
適
切
な

対
応
だ
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

近
年
で
は
、
男
性
の
部
位
別
が
ん
の

罹
患
率
に
お
い
て
、
前
立
腺
が
ん
が

16
．
４
％
、
お
よ
そ
６
人
に
１
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。
本
市
の
が
ん
検
診

科
目
に
前
立
腺
が
ん
を
加
え
る
べ
き

だ
と
考
え
ま
す
が
見
解
は
。

府
の
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
、
２
０
１
９

年
に
新
規
に
前
立
腺
が
ん
と
診
断

さ
れ
た
府
民
の
人
数
が
２
０
０
６

年
と
比
較
し
て
２
．
68
倍
と
な
っ
て

い
ま
す
。
他
の
自
治
体
の
状
況
な
ど

を
参
考
に
し
な
が
ら
、
調
査
・
研
究

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

早
期
発
見
で
き
れ
ば
市
民
の
経
済

的
、
身
体
的
、
精
神
的
な
負
担
の
軽

減
に
つ
な
が
る
の
で
、
ぜ
ひ
と
も
検

診
科
目
に
加
え
て
も
ら
い
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

本
市
が
東
心
株
式
会
社
に
賃
貸
借

し
て
い
る
土
地
の
維
持
管
理
会
社

と
管
理
方
法
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
か
。

東
心
株
式
会
社
が
株
式
会
社
コ
ー

ミ
ン
へ
委
託
し
、
維
持
管
理
を
行

っ
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

賃
貸
借
し
て
い
る
土
地
の
周
り
も

市
の
管
理
で
は
な
く
、
東
心
株
式

会
社
が
株
式
会
社
コ
ー
ミ
ン
に
管

理
を
委
託
し
て
い
る
の
か
。

ｍ
о
ｒ
ｉ
ｎ
ｅ
ｋ
ｉ
の
建
物
以
外

の
部
分
と
な
る
公
園
部
分
に
つ
い

て
は
市
が
直
接
管
理
を
し
て
い
ま

す
。
そ
の
う
ち
草
刈
り
を
は
じ
め

清
掃
業
務
な
ど
維
持
管
理
の
一
部

を
本
市
か
ら
株
式
会
社
コ
ー
ミ
ン

へ
委
託
し
て
い
ま
す
。

⑴
防
犯
灯
の
電
気
代
を
市
で
全
額

負
担
す
る
た
め
に
、
税
金
の
使
い

方
の
優
先
順
位
を
考
え
て
早
期
に

改
善
し
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
。

防
犯
灯
に
関
し
て
は
、
区
長
会
の

皆
様
か
ら
も
御
意
見
を
い
た
だ
い

て
お
り
、
適
切
に
検
討
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

⑵
修
学
旅
行
費
の
無
償
化
を
求
め

ま
す
が
、
無
償
化
し
た
場
合
の
予

算
は
い
く
ら
に
な
り
ま
す
か
。

中
学
校
の
修
学
旅
行
費
の
所
要
額

は
、
令
和
６
年
度
の
１
人
当
た
り

の
平
均
額
が
６
万
４
，７
３
８
円

で
す
。
中
学
３
年
生
の
生
徒
数
８

７
６
名
で
乗
じ
た
額
と
し
て
算
出

し
ま
す
と
、
年
間
約
５
，６
７
１

万
円
が
必
要
と
な
る
状
況
で
す
。

デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
に
基
づ
く
被

保
険
者
の
健
康
保
持
・
増
進
の
取

組
み
状
況
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

腎
不
全
に
よ
る
死
亡
が
全
国
・
府

内
平
均
よ
り
高
い
こ
と
、
重
複
・

多
剤
服
薬
に
よ
る
副
作
用
の
危
険

性
が
あ
る
人
が
い
る
こ
と
、
受
診

勧
奨
や
が
ん
検
診
の
無
料
化
な
ど

の
取
組
み
に
よ
り
各
種
健
診
の
受

診
率
は
府
内
平
均
よ
り
高
い
も
の

の
、
引
き
続
き
自
身
の
健
康
管
理

前
立
腺
が
ん
検
診
に
つ
い
て

み
ず
お
ち  

康
一
郎 

議
員

（
次
世
代
だ
い
と
う
）

本
市
が
賃
貸
借
し
て
い
る

土
地
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

木
田　
伸
幸 

議
員

（
大
阪
維
新
の
会
）

防
犯
灯
の
電
気
代
を
含
め
た

直
営
管
理
に
つ
い
て
な
ど

あ
ら
さ
き　
美
枝 

議
員

（
日
本
共
産
党
議
員
団
）

健
康
寿
命
延
伸
に
向
け
た

デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
に
つ
い
て

澤
田　
貞
良 

議
員

（
二　
人　
会
）
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に
対
す
る
意
識
高
揚
を
図
る
必
要

が
あ
る
こ
と
な
ど
の
健
康
課
題
に

対
し
て
担
当
主
治
医
や
薬
剤
師
と

連
携
し
つ
つ
保
健
師
・
栄
養
士
に

よ
る
保
健
指
導
を
行
う
こ
と
で
健

康
寿
命
延
伸
と
医
療
費
適
正
化
を

図
り
ま
す
。

令
和
11
年
に
財
政
調
整
基
金
が
な

く
な
る
見
通
し
を
踏
ま
え
、
公
共

施
設
の
集
約
化
や
縮
小
化
を
行
っ

て
い
く
必
要
性
、
方
向
性
は
あ
る

の
で
し
ょ
う
か
。

整
備
済
み
施
設
の
更
新
費
用
と
充

当
可
能
な
財
源
等
を
勘
案
し
つ

つ
、
集
約
化
・
縮
小
化
も
含
め
た

長
期
的
視
点
を
も
っ
た
施
設
の
あ

り
方
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
持
続
可
能
な
財
政
運

営
を
実
施
す
る
た
め
に
、
将
来
の

更
新
費
用
を
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
に
基
づ
く
年
間
約
46
．８

億
円
に
減
額
で
き
る
よ
う
な
計
画

の
見
直
し
と
、
毎
年
更
新
す
る
中

期
財
政
収
支
見
通
し
へ
の
反
映
を

し
て
い
く
考
え
で
す
。

病
児
保
育
施
設
は
共
働
き
世
帯
に

と
っ
て
必
要
で
す
。
担
い
手
不
足

を
解
消
す
る
た
め
の
取
組
み
は
。

令
和
５
年
12
月
に
閣
議
決
定
さ
れ

た
こ
ど
も
未
来
戦
略
を
受
け
、
病

児
保
育
に
係
る
補
助
基
準
額
が
増

額
さ
れ
る
な
ど
適
切
な
病
児
保
育

事
業
の
実
施
に
必
要
な
人
材
確
保

の
取
組
み
の
見
直
し
が
進
ん
で
い

ま
す
。
本
市
と
し
て
も
子
育
て
し

な
が
ら
働
く
こ
と
が
で
き
る
環
境

づ
く
り
に
向
け
た
幼
児
保
育
事
業

の
必
要
性
を
十
分
認
識
し
て
お
り
、

休
止
中
の
病
児
保
育
施
設
の
早
期

再
開
に
向
け
た
調
整
を
行
い
な
が

ら
、
全
て
の
病
児
保
育
事
業
の
安

定
的
な
運
営
を
支
援
す
る
仕
組
み

づ
く
り
を
国
に
求
め
て
い
き
ま
す
。

⑴
多
様
な
機
能
を
備
え
た
フ
ェ
ー

ズ
フ
リ
ー
の
庁
舎
を
提
案
す
る
が
。

災
害
対
策
本
部
用
の
各
諸
室
を
非

常
時
の
み
活
用
す
る
の
で
は
な
く
、

非
常
時
の
災
害
対
策
に
必
要
と
な

る
機
能
を
確
保
し
つ
つ
、
普
段
は

通
常
の
会
議
室
と
し
て
利
用
す
る

な
ど
、
日
常
的
に
そ
の
ス
ペ
ー
ス

や
機
能
を
無
駄
な
く
有
効
に
活
用

で
き
る
よ
う
、
柔
軟
性
と
可
変
性

を
備
え
た
庁
舎
を
目
指
し
ま
す
。

⑵
区
長
会
の
要
望
や
提
案
に
対
し
、

地
域
住
民
が
安
心
・
安
全
な
住
み

よ
い
街
の
創
造
を
。

御
意
見
、
御
要
望
に
真
摯
に
向
き

合
い
、
自
治
会
活
動
の
存
続
支
援

に
つ
い
て
区
長
の
皆
様
と
協
議
、

連
携
に
努
め
ま
す
。

⑴
医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
や
補
正
具
の

購
入
を
助
成
す
る
自
治
体
が
増
え

て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
本
市
の

見
解
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

府
内
で
は
2９
市
町
村
が
助
成
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
実
施
に
あ
た
っ

て
は
安
定
的
な
財
源
が
必
要
で
あ

り
、
導
入
に
向
け
た
検
討
を
進
め

る
と
と
も
に
国
や
府
に
対
し
て
本

事
業
の
財
源
確
保
を
引
き
続
き
要

望
し
て
い
き
ま
す
。

⑵
市
長
の
目
指
す
都
市
型
農
業
は
。

新
鮮
な
農
産
物
の
供
給
や
災
害
時

の
物
資
支
給
等
の
役
割
が
期
待
さ

れ
て
お
り
、
農
業
祭
、
農
産
物
品

公
共
施
設
の
集
約
化
と

今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て

品
川　
大
介 

議
員

（
次
世
代
だ
い
と
う
）

病
児
保
育
施
設
に
お
け
る

担
い
手
不
足
の
解
消
に
つ
い
て

安
田　
恵
子 

議
員

（
大
阪
維
新
の
会
）

医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
・
補
正
具

の
購
入
助
成
に
つ
い
て
な
ど

杉
本　
み
ゆ
き 

議
員

（
公
明
党
議
員
団
）

多
様
な
機
能
を
備
え
た
フ
ェ
ー
ズ

フ
リ
ー
の
庁
舎
に
つ
い
て
な
ど

小
南　
い
ち
お 

議
員

（
次
世
代
だ
い
と
う
）
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評
会
、
学
校
給
食
で
の
活
用
等
の

活
動
を
通
し
て
都
市
型
農
業
の
普

及
啓
発
に
最
大
限
努
力
し
ま
す
。

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ス
ク
ウ
ェ
ア
・
大

東
の
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
ス
ポ
ッ
ト
大
東

に
係
る
賃
料
等
は
い
く
ら
で
す
か
。

１
年
間
の
賃
料
・
共
益
費
合
計
で

１
８
０
万
１
８
０
０
円
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
と
言
い
な
が
ら
も
ゲ
ー

ム
に
対
し
て
、
そ
れ
だ
け
の
経
費

を
か
け
て
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
ス
ポ
ッ
ト

を
置
く
理
由
は
。

単
な
る
ゲ
ー
ム
と
し
て
捉
え
る
の

で
は
な
く
、
様
々
な
社
会
課
題
を

解
決
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お

り
、
最
近
で
は
不
登
校
支
援
を
実

施
す
る
ボ
イ
ス
が
校
外
学
習
と
し

て
活
用
す
る
一
方
、
高
齢
者
の
利

用
数
も
徐
々
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
費
用
対
効
果
を
検
証
し
つ

つ
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

物
価
高
騰
対
策
と
し
て
、
国
に
お

い
て
重
点
支
援
地
方
交
付
金
の
追

加
措
置
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
使

い
方
に
つ
い
て
は
手
数
料
が
か
か

る
も
の
の
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
20
％
還

元
や
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
の
配
布
な
ど

の
手
法
、
コ
ス
ト
を
か
け
ず
口
座

を
ひ
も
づ
け
て
直
接
給
付
す
る
な

ど
様
々
で
、
組
み
合
わ
せ
次
第
で

効
果
は
変
わ
っ
て
く
る
と
思
い
ま

す
。
是
非
と
も
現
実
的
な
方
法
で

使
っ
て
も
ら
い
た
い
の
で
す
が
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

市
民
に
で
き
る
だ
け
広
く
効
果
が

出
る
よ
う
検
討
し
、
本
交
付
金
の

趣
旨
を
鑑
み
な
が
ら
迅
速
か
つ
効

率
的
・
効
果
的
に
支
援
で
き
る
取

組
み
を
実
施
し
て
い
く
考
え
で
す
。

無
痛
和
痛
分
娩
は
通
常
分
娩
に
比

べ
て
費
用
も
高
く
な
り
ま
す
。
出

産
費
用
の
実
質
無
償
化
の
実
現
に

向
け
て
過
去
か
ら
一
般
質
問
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
出
産
の
方

法
に
つ
い
て
も
、
お
金
の
こ
と
を

考
え
ず
に
い
ろ
い
ろ
選
べ
て
も
い

い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま

す
。
無
痛
和
痛
分
娩
費
用
に
対
す

る
支
援
に
つ
い
て
、
本
市
の
見
解

を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

妊
婦
一
人
一
人
が
出
産
に
つ
い
て

自
分
に
合
っ
た
分
娩
方
法
を
選
択

し
て
も
ら
う
こ
と
と
な
る
た
め
、

補
助
金
等
に
関
し
て
は
慎
重
に
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
今
後
、
調
査
・
研
究
し
て

い
き
ま
す
。

⑴
市
内
企
業
に
お
け
る
改
善
活
動
、

大
東
市
Ｑ
Ｃ
サ
ー
ク
ル
に
つ
い
て

の
今
後
の
見
通
し
は
。

令
和
６
年
度
は
機
運
醸
成
期
間
と

し
て
事
例
紹
介
セ
ミ
ナ
ー
等
を
開

催
し
、
市
内
企
業
に
お
け
る
生
産

性
や
品
質
に
対
す
る
意
識
を
向
上

さ
せ
、
７
年
度
に
は
市
内
企
業
に

実
際
に
取
り
組
ん
で
も
ら
え
る
よ

う
活
動
を
学
ぶ
場
や
成
果
を
発
表

す
る
場
を
設
け
て
い
き
ま
す
。

⑵
内
水
氾
濫
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

防
災
マ
ッ
プ
と
防
災
ア
プ
リ
に
反

映
し
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
。

内
水
氾
濫
ハ
ザ
ー
ド
を
取
り
込
ん

だ
も
の
に
防
災
ア
プ
リ
を
改
修
し
、

防
災
マ
ッ
プ
の
配
布
と
同
時
に
市

民
に
提
供
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

e スポーツを楽しむ方法やスキルアップ
のトレーニング等の活動ができるｅス
ポーツスポット大東（アクティブ・ス
クウェア・大東内）

無
痛
和
痛
分
娩
費
用

に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て

児
玉　
亮 

議
員

（
大
阪
維
新
の
会
）

大
東
市
Ｑ
Ｃ
サ
ー
ク
ル
活
動
の

今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
な
ど

あ
ず
ま　
健
太
郎 

議
員

（
公
明
党
議
員
団
）

物
価
高
騰
対
策
の
全
市
民
へ
の

市
独
自
給
付
に
つ
い
て

お
お
つ
か　
真
司 

議
員

（
公
明
党
議
員
団
）

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
ス
ポ
ッ
ト
大
東
に

か
か
る
賃
料
等
の
年
間
経
費
は

光
城　
敏
雄 

議
員

（
二　
人　
会
）
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1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11  

12

13

14

15

16

一般質問の主な項目　（赤色の項目は3～6ページにその質疑の要約を掲載しています） ※掲載は発言順

●駅または駅周辺の整備について
●工事請負契約について
●ゲーム行動症とｅスポーツについて
●業務関連団体への連絡方法について
●ギガスクール構想でのデジタル教科書とは

●フェーズフリーの市庁舎について
●自治会の発展的な活動のための助成について
●都市経営部と保健医療部のボランティア輸送
●人権啓発看板の設置について
●自然災害への本市の対策について

●ベンチプロジェクトの実施を
●防犯灯の電気代を含めた直営管理を
●北条踏切のその後の経過について
●修学旅行費の無償化を
●道路占用使用料の改定について

●ウィッグ・補正具の購入助成について
●スローショッピング支援について
●本市の農業について
●ファミリーサポートセンターについて
●子ども達の安全対策について

●起業支援について
●地域包括支援センターについて
●補助事業の適正化について
●保育施設の防犯カメラの設置について
●共同親権について

●病児保育について
●日本語指導が必要な児童生徒について
●子どもの権利に関する授業について
●学校の部活動について
●英語教育推進事業について

●小中一貫教育（仮称）ほうじょう学園構想
●重層的支援体制整備事業について
●企業改善活動（仮称）大東市ＱＣサークル
●内水氾濫ハザードマップについて
●北条地域まちづくり第Ⅱ期構想について

●（仮称）大東市立ほうじょう学園について
●龍間地域の防災・減災・災害発生時の対応
●ペット同行避難の目的について
●妊産婦への支援について
●大東市のだんじり文化について

●市制施行７０周年事業での地車曳行について
●庁舎整備事業について
●前立腺がん検診について
●「１０３万円の壁」の引き上げについて
●介護人材確保のための処遇改善について

●水道・地下水の高濃度ＰＦＡＳについて
●土壌・地下水の高濃度ＰＦＡＳ調査について
●本市公営住宅で対応する需要推計について
●就労自立支援における就労後の離職及び再申
　請・再就労について

●学校給食無償化に伴う財源確保について
●企業誘致に向けた進捗状況について
●公営住宅の空室率や将来の需要推計について
●もりねき住宅の借上げ終了後、民間賃貸住宅
として収入は安定するのか市の見解は

●府営住宅の第３次移管について
●医療費適正化の推進について
●健康寿命延伸に向けたデータヘルス計画
●ジェネリック医薬品の利用促進について
●医療制度に関する市民の相談対応について

●北条まちづくり第Ⅱ期構想について
●新庁舎について
●職員倫理に係る職員基本条例について
●市内企業の動向と税収などの影響について
●シティープロモーションとシビックプライド

●市営住宅について
●公共施設の集約化や配置の適正化について
●サンメイツ駐車場、野崎の市庁舎建替え候補
地だった場所、北条幼稚園跡の今後は

●自治会活性化の手法や協議の進捗について

●障がい者の外出機会を増やす補助犬の推進
●介護予防事業のさらなる推進について
●本市の奨学金返済制度について
●若者の違法薬物やオーバードーズへの啓発
●公園へのバスケットゴールポスト設置の問題

●闇バイトについて
●スクールロイヤーについて
●災害時のペット避難について
●罹災証明書の発行について
●高齢者が安心して暮らしていくためには

光城 敏雄 議員

あらさき 美枝 議員

石垣 直紀 議員

杉本 みゆき 議員

中村 晴樹 議員

あずま 健太郎 議員

澤田 貞良 議員

児玉　亮 議員

みずおち 康一郎 議員

天野 一之 議員

木田 伸幸 議員

北村 哲夫 議員

田中 大貴 議員

品川 大介 議員

おおつか 真司 議員

安田 恵子 議員

小南 いちお 議員
酒井 一樹 議員

（令和６年9月定例月議会以降のもの　R6.10.1～R6.12.18）

11月

12月

11～12日

13日
15日

18日

19日
21日

22日
25日

26日
27日

2日

5日

13日

16日
17日
18日

•東部大阪治水対策促進議会協議会
  治水事業促進全国大会及び中央陳情
•大東市の交通課題に関する特別委員会
•河北市議会議長会総会
•大阪広域水道企業団議会定例会
•全議員議案説明会
•議会運営委員会
•会派代表者会議
•大阪府市議会議員研修会
•特別協議会
•大東四條畷消防組合議会定例会
•大東市民生委員推薦会
•本会議（12月定例月議会第1日目）
•予算決算委員会（前期全体会） 
•東大阪都市清掃施設組合議会
•大東市都市計画審議会
 
•未来づくり委員会
•予算決算委員会未来づくり分科会
•未来づくり委員会（所管事務調査）
•街づくり委員会
•予算決算委員会街づくり分科会
•街づくり委員会（所管事務調査）
•会派代表者会議
•全議員議案説明会
•予算決算委員会（後期全体会）
•議会運営委員会
•本会議（12月定例月議会第2日目）
•本会議（12月定例月議会第3日目）
•本会議（12月定例月議会第4日目）

10月

11月

1日

2日
3日
7日
8日
10日

11日
15日

21～22日

23日
28～29日

29日

31日

1日
5日

6～7日

8日

•議会運営委員会協議会
•会派代表者会議
•合同委員会報告会
•予算決算委員会未来づくり分科会1日目（決算審査）
•予算決算委員会未来づくり分科会2日目（決算審査）
•予算決算委員会街づくり分科会1日目（決算審査）
•予算決算委員会街づくり分科会2日目（決算審査）
•全議員議案説明会
•議会運営委員会
•本会議（10月特別議会）
•近畿市議会議長会議長研修会
•特別協議会
•大東市の市庁舎建て替えに関する特別委員会
•議会運営委員会管外行政視察
（愛知県半田市・愛知県瀬戸市）
•大阪府市議会議長会理事会
•未来づくり委員会管外行政視察
（埼玉県北本市・東京都小金井市）
•東部大阪治水対策促進議会協議会正副会長会及び
  総会並びに懇話会
•大東市総合計画・総合戦略審議会

•大阪府市議会議長会総会
•会派代表者会議
•議会運営委員会協議会
•予算決算委員会（後期全体会・決算審査）
•合同委員会報告会
•街づくり委員会管外行政視察
（佐賀県武雄市・大分県日田市）
•大東市の教育に関する特別委員会
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大東市議会事務局
TEL.072 － 870 － 0763

審議の内容がもっとわかる！
こちらから
もアクセス
できます

議場講演会を開催

付議された議案の審議結果

　市民に開かれた議会を目指す取り組みの一環として、12月16日（月）の本会
議休憩中に議場講演会を開催し、「薬物乱用防止の取り組みについて 2024」と
題して、薬剤師・大阪府薬物乱用防止教育講師　大内　啓子さんにご講演いた
だきました。

10月特別議会� ○賛成　×反対

会派・議員名（議席順）
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日本
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６年度
補正予算 一般会計補正予算（第３次） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12月定例月議会

５年度
決算

一般会計歳入歳出決算 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長
の
た
め
、
採
決
に
加
わ
ら
ず

○ ○ ○ ○ × × × ○ ○
国民健康保険特別会計歳入歳出決算 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
交通災害共済事業特別会計歳入歳出決算 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
火災共済事業特別会計歳入歳出決算 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
介護保険特別会計歳入歳出決算 不認定 × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ×
後期高齢者医療保険特別会計歳入歳出決算 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
２駅周辺整備事業特別会計歳入歳出決算 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
移管市営住宅事業特別会計歳入歳出決算 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
水道事業会計決算 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
下水道事業会計決算 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

６年度
補正予算

一般会計補正予算（第４次） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
一般会計補正予算（第５次） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
国民健康保険特別会計補正予算（第２次） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
火災共済事業特別会計補正予算（第２次） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
介護保険特別会計補正予算（第２次） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
後期高齢者医療保険特別会計補正予算（第２次） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
移管市営住宅事業特別会計補正予算（第２次） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
水道事業会計補正予算（第１次） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

人事案件 人権擁護委員の候補者の推薦（白井　京子�氏） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

工事請負
契約

四条畷駅前東線道路整備工事請負契約 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○
南郷小学校長寿命化改良工事請負契約 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

指定管理
者の指定

市立市民体育館、市立龍間運動広場及び
市立テニスコート 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

条例の
一部改正

手数料条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

水道布設工事監督者の配置及び資格
並びに水道技術管理者の資格を定める条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ひとり親家庭の医療費の助成に関する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
一般職の職員の給与に関する条例等 可決 × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

その他
市道路線の認定 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
財産の取得 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○


